
2020年2月2日  週間メッセージ祈りのカード  “2020年第1、2、3 RUTC答え-歩んできた30年と私(ロマ16:20)+次世代を生かす歩みとなる30年(ロマ16:25-27)”   (資料提供: 世界福音化常任委員会インターネット総局http://data.rutc.com) 

産業宣教:OMCと第1、2、3 RUTC 答え (3)「光の経済」(マタ 5：

13−16) 

聖日１部：一人で残ったヤコブ (創 32：21ー32) 聖日2部：契約の中にある夢は必ず叶えられる (創 37：1ー11) 伝道学： 伝道者の生活と第1、2、3 RUTC 答え (3)「祈りの集中 (1) – 

アブラハムの祭壇」(創 13：18) 

1．光の経済の理由 (マタ 28：16−20) 

1) 237カ国 

2) Remnant サミット 

3) いやし 

4) 産業人(大会)の中の女性の役割 

5) 2020年産業人としての役割  

 

2．光の経済に向けた祈り (使 1：1−8) 

 1) 反省  

 2) 集中 

 3) 訓練 

 

3．光の経済に向けたシステム (使 2：1−13) 

 1) 3企業 

 2) ロードマップ 

 3) 力 

 

 

核心訓練： 第1、2、3 RUTC 答え (3)「アブラハムを通して見なけれ

ばならない祈りの祭壇」(創14：20) 

 

1．霊的世界 

1) 思い      2) 心 

3) 集中    4) 生活 

5) 実践  

            

2．祭壇を築いたアブラハムの奥義 

1) 創 13：18  

  (1) 捨てたこと  

  (2) 持ったこと  

2) 創 14：14−20 

  (1) 尊く見たこと 

  (2) 価値なく見たこと  

3) 創 22：13−20 

  (1) 集中 

  (2) 刻印  

 

3．神様が願っておられる祈りの祭壇  

1) わざわいを止めた (創 19：1−11) 

2) 世界を生かす福音化 (創 22：13−20) 

＊序論 

▲まことの福音の力は、すべてを譲っても、みな受け入れても、みな犠

牲にしても勝利して、本当の答えと祝福を受ける。ヤコブがヤボクの

渡しでひざまずく。このとき、神様が言われた。今からあなたの名前を

「イスラエル」としなさい。代表的な名前になったのだ。どれほど祝福

を受けたのか。その中のひとりを通じて世界福音化をした。今日、み

なさんが礼拝のときに受ける契約は何か。「まことのイスラエルの祝

福」を受けなければならない。 

▲今日、みなさんが握らなければならない「まことのイスラエル」とは何

か。 

1.神様の絶対主権の中に入りなさい! 

▲答えを受けようとしてはならない。神様の絶対主権の中に入りなさ

い。すると答えはついてくる。 

▲創25:23、はじめから神様はヤコブを選択された。たしかに兄が弟に

仕えると言われた。イサクの二人の息子は祝福を受けることになって

いる。その中で特にヤコブを用いると言われた。みなさんは、神様の

絶対主権を信じて、その中にいるのだ。教会のために試みにあわず

に、神様の絶対主権の中にいなさい。神様はみなさんをアブラハム

のように、イサクのように、ヤコブのように祝福されることになってい

る。その理由が何か。世界福音化のために当然受ける祝福だ。これ

を悟る日だった。それゆえ、みな送ってヤコブが一人ぼっちで残った

のだ。 

 

2.神様の絶対契約の中に入りなさい! 

▲答えを求めずに、神様の絶対契約は必ず成就することになってい

る。その中に入りなさい。神様の絶対主権、絶対契約は変わらず、変

化しない。神様があなたを大いに祝福する。恐れてはならない! 

▲ヤコブがヤボクの渡しで一人ぼっちで残って神様の前にひれ伏した

のだ。そのとき、神様がくださった名前が「イスラエル」だ。「神様と戦

って勝った」ということばだ。なぜか。その契約を確かに握って祈った

から...神様の絶対契約は成就する。恐れずに絶対契約の中に入りな

さい。神様の祝福はついてくることになっている。 

 

3.神様の絶対答えの中に入りなさい! 

▲みなさんが神様の絶対答えの中にいれば絶対に止めることもできな

くて、奪っていくこともできない。あなたの名を今からイスラエルとしな

さい。ものすごい祝福がいくつか出てくる。ベテル(神様の家)、ペヌエ

ル(神様の顔)...今日、みなさんが絶対主権、絶対契約、絶対答えの中

に入れば良い。いよいよ創33:4節を見ると、エサウが来てヤコブを抱

きしめて涙を流す。これよりさらに重要な答えがどこにあるのか。和

睦と平和の門が開かれたのだ。 

 

＊結論-ヤコブに与えられた永遠なこと 

1)イスラエル-私がまことのイスラエルになるようにしてください。 

2)12部族-ヤコブが12部族に対する預言と祝福をすべてした。ヤコブは

とても祈りの人で、神様が与えられた権威はどれくらい大きいかとい

うことになる。 

3)創33:9、ヤコブの井戸(ヨハ4:5-15、スカルの女) 

▲今日、みなさんがこの契約の中に入ることを望む。答えと光の経済

はみなさんについてくるだろう。神殿建築を置いて私が私の人生に重

要な契約を置いて、一生をかけて祈るようにしてください。絶対主権、

絶対契約、絶対答えの中に入りなさい。みなさんの人生にこれを回

復する日になることを望む。 

＊序論－詩103:20-22 
1)御使い-みことば-賛美→天使が神様のみことばを成し遂げるのに

主をほめたたえよ。今、起きていることだ。 
2)天の軍勢-みこころ-賛美→ 天の軍勢を送って主のみこころを成し

遂げて賛美 
3)天軍天使-三位一体の神様が治められる所に動員-賛美 
▲これは時代を動かした、神様のみことばを正確に握っているダビ

デのような人物が知っているみことばだ。誰もが分かることではな
い。神様の働きが起きる所には天軍天使が動員される。みなさん
の学業と産業に、みなさんの教会が行く道に...これが賛美だ。 

 
1.世の中のいやしから起きなければならない。 
▲この賛美は世の中をいやすことだ。 
1)Iサム16:23、ダビデが賛美したとき、サウルについた悪霊が離れ

た。 
2)詩78:70-72、ダビデは現場にいた時も賛美 
3)使16:19-4、監獄の中でパウロが賛美したときにみわざが起きた。 
▲祈って賛美するとき、サタンは逃げる。ものすごいいやしがこの時

起きる。五つで、いやされる賛美を作ってみなさい。 
①散歩-毎日起きて散歩しながら賛美することができるように... 
②黙想-考えと心を変える黙想 
③霊性-ものすごい霊性が起きるようにメッセージを聞いて+62のみ

ことば聖句を持って深い祈りに入りなさい。 
④賛美-深い黙想の中で聞くことができる賛美+静かに祈りながら一

人でできる賛美を作りなさい(祈りソング) 
⑤感謝-それでまことの感謝が出てきて献身するのだ。 
 
2.敬拝と賛美 
▲一人でもできて一緒にもするべきだ。 
1)個人が祭壇を築けるように... 
2)現場に行って祭壇を築けるように-ヨセフが行く所ごとに主の栄光

が現れた。 
3)神殿に現れるように- 7大わざわいが偶像神殿で起きた。 
▲ところで強大な力を持つヨセフが失敗したこと一つが、契約の神

殿をエジプトに作らなかったのだ。 
 
3.奪われたことを回復しなさい。 
▲みな奪われたこと回復しなければならない。 
1)エゼ28:13、神様を賛美した御使いが堕落して悪魔になった。 
2)サタンは必ず音楽をする人と歌を掌握する。 
3)サタンは文化と青少年を掌握する。 
▲私たちが賛美を回復しなければならない。 
 
＊結論 
1)連合聖歌隊を作ってみなさい。 
2)全国、世界タラッパンの賛美の集い、全国と世界の音楽家の集い

を作りなさい。 
3)現場聖歌隊をすべての所に作りなさい。 

瞑想、修行、修道に勝つことができない理由  

1．創13：18 

1) ロトと別れた後   2) 新しい契約    3) 祭壇  

2．祈りの旅程  

1) 創 14：14−20    2) 創 15：1−7     3) 創 17：1−11 

3．祈りの答えのポイント (創 22：1−20) 

 
 
区域メッセージ：1部 契約の旅程 (CVDIP) 

(契約の証人 4) ダビデの契約の旅程(Ⅰサム 16：13) 

 

サムエルは油の角を取り、兄弟たちの真ん中で彼に油をそそいだ。

主の霊がその日以来、ダビデの上に激しく下った。サムエルは立ち上

がってラマへ帰った。 

 

序論 / 神様はどのような人を用いられるのか 

→ 使 13：22 神様の心にかなった者 (Ⅱサム 7：1−17) 

「ダビデを立てて王とされましたが、このダビデについてあかしして、こ

う言われました。『わたしはエッサイの子ダビデを見いだした。彼はわ

たしの心にかなった者で、わたしのこころを余すところなく実行す

る。』」 

 

1．ダビデが握った契約 

   1) Ⅰサム 16：13 主の霊が下った者 

   2) 詩 78：70−72 信仰と実力 (霊性と知性) 

   3) Ⅱサム 7：1−9 契約の箱と神殿 

2．ダビデが味わった契約の旅程 

   1) Ⅰサム 17：58 主のしもべ、ベツレヘム人エッサイの家庭(ボア

ズとルツの孫)で末っ子（8番目）として生まれたダビデ 

   2) Ⅰサム 16：1−17：18 父親のエッサイから契約と専門性教育を

受けたダビデ 

      (1) Ⅰサム 16：1−13 羊を飼う仕事 (羊飼い) 

      (2) Ⅰサム 16：1−13 大祭司サムエルから将来の王として油を

注がれたダビデ 

      (3) Ⅰサム 16：23 王宮の楽士として、サウルにあった悪霊を

追い出したダビデ 

      (4) Ⅰサム 17：1−17 エッサイがペリシテとの戦争中、お遣いに

出してしるしを持って来るようにさせたダビデ 

      (5) Ⅰサム 16：13、詩 78：70−72 主の霊が激しく下った指導者

の準備をしたダビデ 

   3) Ⅰサム 17：1−47 ペリシテとの戦争で、ゴリヤテに勝ってイスラ

エルを救ったダビデ 

   4) 詩 23：1−6 青年のとき、すべての苦難に勝ち、信仰の器を準

備したダビデ 

   5) 詩 27：1−14 王になった後にも、神様の絶対主権に対する信仰

を持って、神殿準備をしたダビデ  

   6) Ⅰ歴 29：10−14 最高の遺産を残したダビデ (契約の箱を置く神

殿を準備) 

   7) ダビデの普段 ー 朝(詩 5：3)、夜(詩 17：3)、昼(詩 23：1−6) 

3．ダビデが残した人生作品 

   1) 詩篇を記録 

   2) 神殿と契約の箱 (Ⅰ歴 29：1−30、Ⅰ列 2：1−4) 

結論 / 私が残す人生作品 

   1) 237カ国を生かす神殿 → Mason戦争の記念碑 

   2) 正しい伝道だけする地教会 

   3) すべての地域にRUTC 



 

 

1)聖日1部(1月26日)→アドナイ・イルエ (創 22：11－19) 

▲神様がともにおられることと、その力によって与えられた契約を回復して礼拝、祈り、みことば、力の中に入りなさい。 

①すべての試みの中でも神様が備えられた信仰と力を持って勝利しなさい。 

②すべての問題の中でもキリストの契約を握って滅びとの死とわざわいを越えて勝利しなさい。 

③神様がすでにくださった契約を握って神様が備えられた世界福音化の祝福を味わいなさい。 

④結論-神様が与えられたアブラハムの契約を回復して、神様が最も願っておられる最も重要なことに私の人生をささげ

なさい! 

 

2)聖日2部 (1月26日)→レホボテ経済 (創 26：12－22) 

▲みことばの中で神様が備えられたアドナイ・イルエ、レホボテ経済の祝福のサインを見て味わいなさい。 

①神様が隠された伝道と宣教経済のためのレホボテ経済の祝福を受けなさい。 

②戦わないで勝つ100倍の祝福、泉の源泉の祝福、さらに広い土地をくださるレホボテ経済の祝福を味わいなさい。 

③私と子孫を通して成し遂げられる世界福音化の祝福を味わいなさい。 

④結論-問題、苦みがきたとき、泉の源泉を得て、レホボテの祝福をくださる神様の本当の答えを味わいなさい。 

 

3)区域教材(1月26日)→ 4課:契約の証人3-サムエルの契約の旅程(Iサム3:19) 

▲契約の中で待てば一番重要な祝福である「出会いの祝福」が起きる。まことの牧会者(伝道者)+まことの教会+まことの

伝道と宣教のための出会い。 

①サムエルが握った契約→Iサム1:11(ナジル人)、Iサム3:10-12(契約の箱)、Iサム3:19-21(神様の御声と祈りの答え)、Iサ

ム7:3-5(ミツパの契約)、Iサム16:13(次世代-ダビデ) 

②サムエルが味わった契約の旅程→Iサム1:1-11(レビ族-ナジル人)、Iサム2:1-3:18(教会と礼拝の祝福)、Iサム3:19(指導

者、預言者)、Iサム6:1-7:2(契約の箱)、Iサム7:3-9(偶像X-ミツパ運動)、Iサム7:10-14(ペリシテX)、Iサム16:1-13(ダビデを

たてる) 

③サムエルが残した人生作品→Iサム6:1-7:2(契約の箱を取り戻す)、Iサム7:3-17(ミツパ運動)、Iサム7:12(エベン・エゼルの

記念碑)、Iサム16;13(指導者ダビデ) 

④結論→私が残す人生作品(神様が最も願われること+神様が最も喜ばれることに私の作品を残す→契約的な挑戦をし

なさい) 

 

4)朝食会堂会(1月26日)→三つ(宗教+教育+経済)後遺症+黙想5Point 

▲今私たちは「三つの後遺症」をいやさなければならない→宗教後遺症、教育後遺症、経済後遺症 

①宗教団体の力(深刻な問題)→長所として力があるのに、結局、滅亡、神様中心でなく私中心で結局、深刻な問題がく

るようになる。 

②三つの準備→ 237 24弟子+いやし24弟子+サミット24弟子 

③神殿準備→偶像神殿を見なさい(使13:5-12、使16:16-18、使19:8-20、使13:1-4、使16:6-10、使19:1-7)→ 5つの黙想の方

法準備(からだ-運動、からだ+心=呼吸、霊的(メッセージ聞く時間/62生活、賛美-聞く賛美/する賛美、決断/実践) 

 

5)テキコの集い(1月26日)→位置確保-霊的サミットタイム(姿勢/器)+システム確保+答え 

▲現場(いやし対象者+無能な者+重職者の役割と答え)→深い黙想+深い祈り+深い呼吸+深い食べ物+深い運動(この五

つが一つに連結されるように...)位置を確保しなければならない。 

①霊的サミットタイム+サミット姿勢+サミット器を備えなさい。 

②システム確保→ 24+25+永遠 

③答え→みことば(生きて働く)+祈りが見える+伝道が見える。 

 

6)医療人+法曹人共同体修練会(1月25日)→受けた答え－未来(使1:8) 

▲序論-時代問題(霊的システムを大きく動かしていている人々のうまくしている点→瞑想+いやし+人材を奪っていく)、こ

の人が知らずにいる点(12のサタンの戦略+霊的問題)、緊急な使命(Trinity+身分/権威+背景-神の国/御座)、三つのう

まくしなければならないこと- 

①力準備(使1:8、私のために)→ Authority(上からの力)+Power(私に臨んだ力)、Remnant7人が受けた力と祝福、サミットタ

イム(24、25、永遠) 

②時代準備(業務のために)→ 第4次産業時代+医療業務+専門法曹人準備 

③霊性準備(次世代/後輩のために)→未信者(瞑想→ヨハ8:44、別の世界/別の私、たましい/脳、エペ6:12/エペ2:2)、信徒

(黙想→ヨハ1:12、深い祈り/深いみことば、たましい/脳、使1:3/ピリ3:20) 

④結論→ 5つの力(霊力/知力/体力/経済力/人材力)+使1:8+ヘブ11:38の答えがくる。 

 

7)世界青年リーダー修練会(1月27日)→ 237運動青年の答え-三つの主役(237+いやし+サミット) 

▲神様がくださって受けたことをみな奪われた。これを回復しなさい→ 237、いやし、サミット回復。そして、この三つの主

役になるようにロードマップ、受ける答えを準備しなさい。 

①御座を動かす黙想時間(時刻表)を持ちなさい→霊的サミット!(黙想5つ-からだ(運動/散歩)、からだ/心/考え(集中/呼

吸)、霊く(メッセージ/62の生活)、賛美(聞く賛美/する賛美)、決断/実践/感謝 

②現場を動かす力を持って行きなさい→Remnant7人の青年時代(24/25/永遠、力/答え/変化、御国/御座) 

③未来を動かす神様の働きについて行きなさい(時刻表)→ CVDIP+6つの道具(LVTNPO)+メディア(私の職業はメディア

だ) 

④結論→青年たちが237 24弟子+いやし24弟子+サミット24弟子の主役になりなさい。 

 

8)産業宣教(2月1日)→ OMCと第1、2、3RUTC答え(3)-光の経済(マタ5:13-16) 

▲ここは荒野運動、ミツパ運動、見張り人運動をした主役が集まった現場だ。聖書にいる女たちは(旧約/新約)隠れた主

役だった。 

①光の経済の理由(マタ28:16-20)- 237か国を生かして+Remnantの中からサミットをたてて+病気の者をいやす→ここに女

性産業人の役割を見つけなさい(聖句/キャラクター商品/固有マーク活用) 

②光の経済に向かった祈り(使1:1-8)→反省(成り立つしかないシステムを作りなさい)+そこに集中+神様の計画を置いて

訓練することだ。 

③光の経済に向かったシステム(使2:1-13)→ 3企業の中の一つをしなさい+ロードマップ(失敗する考えをして実際にして

みることだ)+神様が力を与えられる。 

④結論-主のことを1順位で(福音文化+福音神殿+RUTC運動) 

 

9)伝道学(2月1日)→伝道者の生活と第1、2、3RUTC答え(3)-祈りの集中(1)-アブラハムの祭壇(創13:18) 

▲瞑想/修行/修道する人々はものすごい集中をする。私たちは契約なので、祈りの祭壇を築けば良い→創13:18(ロトと

別れた後+新しい契約+握って祭壇を築いたのだ)+祈りの旅程に従って行きなさい(創14:14-20、創15:1-7、創17:1-11)+

祈りの答えのポイント(創22:1-20→キリスト+世界福音化)、結論は完全福音の祭壇(24の祭壇、25の祭壇、永遠の祭壇

を築くことになる。) 

 

10)核心訓練(2月1日)→第1、2、3RUTC答え(3)-アブラハムを通して見なければならない祈りの祭壇(創14:20) 

①霊的世界→霊的世界の力を味わう祈り(メッセージ+62の生活+御座)、考え/心を生かす祈り(道/土台)、からだを生か

す祈り、賛美、感謝(決断/実践) 

②祭壇を築いたアブラハムの奥義→創13:18(捨てたこと/持ったもの)、創14:14-18(尊く見たこと/価値なく見たこと)、創

22:13-20(何に集中/刻印されるべきか) 

③神様が願われる祈りの祭壇→わざわい止める(創19:1-11)、世界を生かす福音化(創22:13-20) 

④結論→世界化(伝道運動、宣教運動、Remnant運動、いやし運動、237運動) 

 

11)区域教材(2月2日)→ 5課:契約の証人4-ダビデの契約の旅程(Iサム16:13) 

週間メッセージの流れ(2020.1.26.-2020.2.1.) 


